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3月下旬号 大村市政だより (494号〉 昭和42年3月20日

麗蓮謹語圏

陸上自衛隊では、4月中の実弾

射撃をつぎのとおり行ないます

実施場所=池田射撃場

実施日程=3日-6日、 10日~
15日、17日-22日、 24日-28日

田昭和33年4月22日第三種郵便物認可圃毎月3回1日・10日・20日発行・定価1部5円
.発行所大村市役所 圃編集人総務課長菊池綱昌 圃印刷所合同印刷所、

忙 、

【写真】=うっそうとしげる大まき

文化財を大切に
黒門左ど文化財に 手

大村小学佼の本小路筋にある通称黒門と呼ばれる

御成門と、玖島城内大手口正面石垣の上に桝形亭

と隣接 してそびえる四本のまきの木、そして大村

神社境内に一本、二重馬場大鳥居近く に三本だけ

あるくしまざくらが、それぞれ県文化財に指定さ

れました。

御成門は、代々藩主の五教館専用門で、 天保2年(1，831
年〉 桜田屋敷内にあった五教館を本小路に移したときに

建てられました。 玖島城のまきは、根回り 3.7メートル
高さ17メートルに及び、慶長4年(1.599年〉喜前公によ
って城が築かれた時植えられたもの。また、くしまざく

らは、明治18年大村神社が
建てられた時献木された里

桜で、花弁の中から葉が出

外花のめしべと内花のがく

をかねた珍らしい花です。

【写真】=代々の藩公が遇られた黒門

【写真】=めずらしい花をつける
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り大村市政だよ昭和33年4月22日第三檀郵使物認可:
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昭和42年3月20自
由

(2) 

統
明
る
く
…正
一し
一い
一選
挙
一を
…

地
方
選
挙
一近
一ず
一く

近
く
任
期
満
了
に
な
る
長
崎
県
議
会
議
員
お
よ

び
大
村
市
議
会
議
員
の
選
挙
が
、

つ
ぎ
の
日
程
で

行
な
わ
れ
ま
す。

な
お
、
こ

の
選
挙
は
全
国
的
に

選
挙
期
日
を
法
律
で
定
め
た
い
わ
ゆ
る
統

一
地
方

選
挙
で
す
。

県

議

会

議

員

一

般

選

挙

告
示
日

3
月
紅
白

投
票
日

4
月
日
日

市

議

会
議
員

一

般

選

挙

告
示
日

4
丹
時
白

投
票
日

4
月
お
日

…
不
在
者
投
票
は

…

山
こ
う
し
て
で
き
る

一

投
票
日
の
当
日
つ
ぎ
の
よ

う
な
理
由
に
よ

っ
て
、

ど
う

し
て
も
投
票
所
に
行
っ
て
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
不
在
者

投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま

す。
な
‘ぉ
、
不
在
者
投
票
を
す

る
と
き
は
、
証
明
書
(
一
定

様
式
)
の
提
出
な
ど
、
必
要

最
少
限
の
手
続
が
い
り
ま
す

が
、
そ
れ
ほ
ど
め
ん
ど
う
な

ホ
の
で
あ
り
ま
せ
ん
u

ぜ

っ
か
く
設
け
ら
れ
た
制

度
で
す
か
ら
、
該
当
す
る
と

き
は
十
分
活
用
し
て
く
だ
さ

、』V

不
在
者
投
票
の
で
き
る

理
由

①
大
村
市
外
で
職
務
や
業
務

に
従
事
中
で
あ
る
者

②
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た

は
事
故
の
た
め
市
外
に
旅

行
中
ま
た
は
滞
在
中
の
者

③
病
気
、
負
傷
、
姫
娠
、
不

具
又
は
産
じ
ょ
く
に
あ
る

た
め
歩
行
が
著
し
く
困
難

な
者

(
在
宅
投
票
は

で
き

ま
せ
ん
。
)

④
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
い

て
県
内
の
他
の
市
町
村
に

転
出
し
引
続
き
居
住
中
の

者

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
お
よ

び
時
間

'

マ
県
議
選
挙

e

川、，

s

3
月
白
日
か
ら

4
月

U
日
ま
、で

ケ
バ

い

マ
市
議
選
挙

誌

4
月
間
日
か
ら

4
月
幻
日
ま
で

‘

J
ト

時
聞
は
午
前

8
時
初
分
か
ら
午
後

町

5
時
ま
で
z
(

土
曜
日
曜
杭
含
む
)

、申シ]

不

在

者

投

票

の

場

所

開

管

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

一

9

1
選

一

戸

H

J

1

i

な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
市
選
挙

管

↑

3

1

理
委
員
会
事
務
局
へ
。

一

4

4

火の元に注意しよう
-消防車で呼びかけー

市の消防署と消防団は、春の火災予防運動。ーっとして

消防車によるパv;ードを行ない、 火災をなく しましよう

と呼びかけました。火災の原因は、私たちのちょっとし

た不注意によるものが大部分ですが、私たち1人l人が

十分に火の元に注意して、大村市から火災をなくするよ

う努力しようではありませんか。
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前
方
五
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点

，
γ

、

に

大

型
、
手
メ
『デ
カ
ー
が
駐
車

，

;

白

~ぶ

し

て

い

た

w
あ
わ
て
て
ハ
シ

均

一

ド
ル
を
志
に
切

っ
て
さ
け
よ

さ

一
う
と
し
た
が
、
ヌ

ピ
l
ド
が

の

て

ー
低
過
ぎ
て
い
た
た
め
ハ
シ
ド

ト

呆

Z取
ら
れ
て
左
横
転
。

パ

プ

・

カ

イ

ク

は
火
花
を
飛
ば
し
な
が

J
f
yノ

メ

ら
十
数
メ
ー
ト
ル
滑
走
し
、

ル

運
転
者
は
頭
か
ら
さ
か
さ
に

ヘ

突
込
み
棒
立
ち
に
な
っ
た
ま

ま
数
メ
ー
ド
ル
ス
ラ
イ
デ
イ

シ
グ
し
ダ
ン
プ
カ
ー
の
右
後

車
輪
に
衝
突
し
て
虫
の
息
。

だ
が
、
こ

の
醇
ば
ら
い
さ
ん

感
心
な
こ
と
に

は
ヘ
ル
メ

ッ

ト
を
か
ぶ
っ
て
い
た
た
め
、

軽
い
脳
し
ん
と
う
の
み
で
無

傷
だ
っ
た
。

交通教室
A
幽

一
一
月
一
日
午
後
七
時
十
五

分
ご
ろ
、
原
口
郷
国
道
上
で

醇
ば
ら
い
運
転
の
バ
イ
ク
が

八
十
キ

ロ
の
猛
ス
ピ
ー
ド
で

先
行
中
の
ラ
イ
ト
バ
ン
を
追

越
し
た
ま
で
は
よ
か

っ
た
が

国
民
年
金
手
帳
を
更
新

昭
和
三
十
六
年
四
月
か
ら
じ
て
本
人
に
も
ど
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
ま
た
、
自
分
で
納
め
て
い

お
ら
れ
る
方
の
手
帳
が
、
本
る
方
は
三
月
分
を
納
入
さ
れ

年
四
月
か
ら
新
し
く
な
り
ま
る
と
き
に
窓
口
で
お
渡
し
い

す
。
取
り
ま
と
め
組
合
や
市
た
し
ま
す
。
早
目
に
お
受
取

保
険
年
金
課
、
各
出
張
所
で
り
下
さ
い
。
な
お
古
い
手
帳

あ
ず
か
っ

て
い
る
手
帳
は
、

も
将
来
年
金
を
受
給
さ
れ
る

新
手
帳
と
取
替
え
て
古
い
手

ま

で

大
切
に
保
存
し
て
お
い

帳
は
組
合
代
表
者
の
方
を
通
て
く
だ
さ
い
。
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お
し
ら
せ

中
小
企
業
労
働

福
祉
施
設
改
善
資
金

申
込
み
受
付
け

県
で

は
中
小
企
業
に
お
け

る
保
健
衛
生
施
設
、
安
全
危

害
防
止
施
設
、
文
化
厚
生
娯

楽
施
設
な
ど
の
整
備
改
善
を

行
な
う
場
合
の
資
金
を
つ
ぎ

の
と
お
り
貸
付
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

マ
申
込
者
の
資
格

資
本
金
が
一
千
万
円
以
下

コ
-
E
4ノ

I
t例…

も
し
く
は
従
業
員
三
百
人

以
下
の
法
人
ま
た
は
個
人

の
企
業

マ
貸
付
限
度
額

百
万
円
以
内

マ
貸
付
利
率

日
歩
一

銭
三
厘
七
毛

マ
貸
付
期
間
及
び
償
還
方
法

二

年

以

内

六

月

以

内
措
置
後
月
賦
償
還

マ
申
込
み

-

三
月
三
十

一
日
ま
で
に

犬の登録と予防注射
昭和42年度の犬の登録と第1回目の狂犬病予防

注射をつぎのとおり行ないます。犬を飼っている

方は必ず登録するようにいたしましょう。

[>対象犬 生後91日以上たっている犬

じ>手数料登録…一頭につき 300円
注射…一頭につき 210円

なお、犬は丈夫なくさりかひもで引いてきてく

ださい。

登録と注射のすんだ犬には必ず鑑札をつけまし

ょう。鑑札のない犬は補獲されます。

(3) 
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長
崎
か
佐
世
保
の
労
政

事
務
所
へ
申
請
書
を
提

出
す
る

な
お
、
申
請
書
の
様
式
そ

の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
市
商

工
水
産
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。種

痘
の
予
防
接
種

マ
該
当
者
生
後
二
カ
月
か

ら
十
二
カ
月
た
っ
て
い
る
人

で
ま
だ
一
回
も
種
痘
の
予
防

接
種
を
し
て
い
な
い
人

マ

料

金

無

料

実施時間

9.00-15.3 
9.30-12.001 
13.30-14.3 
10.00-10.301 
11.00-11.30 
13.00-14.00 
4.30-15.00 
9.30-14.00 
14.30-15.30 
9.30-15.30 
9.30~12.00 

13.30-14.30 
15.00-16.00 

所

大村市役所

図書舘前庭

大 多 式公民 舘

今村 M

溝陸 M

三浦出張所

農協西部支所

鈴 同出 張 所

岩松駅前広場

西大村出張所

諏訪公民舘

池 田 M

徴神堂広

場施実

実施日
接 種|検 診

I ~ 月 3 日 4 月 10 日 ifM日町
4月5日

l4月6日

所

市役 所

竹松出 張 所

萱瀬 出張 所

市立病院

福重出張所

松 原 出張所

場方主実

場

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
2
時

か
ら
3
時
叩
分
ま
で

注

意

①

麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン

(
は
し
か
ワ
ク
チ
シ
)
を
接
種

し
て
一

カ
月
以
上
す
ぎ
て
い

な
い
人
は
控
え
た
方
が
よ
い

②
著
し
い
栄
養
障
害
者
、
ま

ん
延
性
の
皮
ふ
病
患
者
、
重

症
ま
た
は
熱
性
患
者
、
径
口

生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
シ
接
種
後

二
週
間
以
上
経
過
し
て
い
な

い
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

旧
金
鶏
勲
章
年
金
受
給
者

一
時
金
の
受
給
資
格
を
退
加

p

三
月
十
日
号
で
手
続
方
法
を
お

し
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
つ
ぎ
の

と
と
を
追
加
し
ま
す

マ
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
現

在
生
存
し
て
い
る
λ

1， 

/ 

!I 

実施月日
ト一一一一一一
4月 3日
"4日

11 5日l

11 6日 l

" 7日
11 10日

県
育
英
奨
学
生
を
募
集

昭
和
四
十
二
年
度
長
崎
県

育
英
会
奨
学
生
を
つ
ぎ
の
と

お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
募
集
期
間
三
月
二
十
日

か
ら
四
月
三
十
日
ま
で

マ
応
募
資
格
昭
和
四
十
二

年
大
学
(
短
大
を
除
く
)
に

入
学
し
た
者
並
び
に
現
在

大
学
に
在
学
中
の
者

マ
出
願
手
続
市
教
育
委
員

会
事
務
局
に
出
願
書
類
が

あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し

い
こ
と
は
事
務
局
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

忌
明
に
寄
付

市
内
原
郷
の
仁
田
勝
俊
さ

ん
は
、
亡
夫
文
市
さ
ん
の
忌

明
に
際
し
、
萱
瀬
小
学
校
の

教
育
施
設
及
び
備
品
の
購
入

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
と

金
一
封
を
教
育
委
員
会
に
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
案
内

マ
日
時
三
月
三
十
日

午
後
二
時
半
よ
り

中
央
公
民
館

講
座
室

南
蛮
史
料
と
大
村

松
田
毅
一
氏

マ
場
所

マ
演
題

マ
講
師
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ヒ図書舘だよりコ
佐賀県史料集成12巻(佐賀県立図書館)

ラジオ設計自由自在 (奥沢清吉)

トランジスタ技術入門 ー(曽根仁)

幽囚回顧録 (今村均)

原色日本郵便図鑑 (第一法規出版)

生物上巻(学習研究社)

新しい半導体素子 (酒井善雄〉

標準音楽辞典 (音楽之友社)

無機化学 上下巻 (へスロップ外〉

出版年鑑 (出版ニユース社)

日本古代仏教史の研究 (鶴岡静夫)

大東亜戦争回顧録 (佐藤賢了)

歴史よもやま話 (池島信平)

にっぽんの印象 (Jカーカップ)

海軍主計大尉小泉信吉 (小泉信三)

経済白書 (経済企画庁)

あらゆる挨拶と式辞 (文進堂)

無線用数学上下巻 (谷村巧)

エンジシ付き模型信工作 (高杉一郎)

トラシジスタと通修工学 (三熊文雄)

長崎市史風俗篇 (長崎市役所〉古書

史籍雑纂 (図書刊行会) 古書

(4) 

区立司
4月中の当番医

【2日】 藤井内科 中村産婦人

科中島外科毛利内科

~9 日】海浜内科野口内科

田川内科岩崎医院福田産婦

人科

[16日】 松尾外科ー今回内科

田中内科中央産婦人科 出口

小児科

~23 日】近藤内科 朝長産婦人

科上田内科原医院貞松整

形外科

~30 日】寺井内科 田崎外科

桝本産婦人科楠本眼科
x x 

もち米の小売値を改正

3月1日から主食用もち米む小
売価格が改正されています。

水稲もち米 C10キロ) L 570円

陸稲もち米C10キロ) L 495円

V
福
祉
事
務
所
だ
よ
り
企

宮
崎
政
儀
さ
ん
を
a

ご
存
知

の
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か

元
満
州
奉
天
市
に
お
ら
れ

た
宮
崎
政
儀
さ
ん
に
引
揚
者

給
付
金
の
国
庫
債
券
を
交
付

し
た
い
の
で
す
が
、
現
住
所

が
ど
う
し
て
も
わ
か
り
ま
せ

ん
。
ご
の
方
の
現
住
所
か
親

族
の
方
の
現
況
を
知
っ
て
お

ら
れ
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら

市
福
祉
事
務
所
ま
で
お
し
ら

せ
く
だ
さ
い
。

マ

氏

名

宮

崎

政

儀

マ
生
年
月
日

大
正
八
年
八
月
生
れ

マ
満
州
で
の
職
業

赤
十
字
社
社
員

マ
引
き
上
げ
年
月
日

昭
和
二
十
二
年
十
月

ー、
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